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はじめに 事業のねらい

事業の背景

放課後等
デイサービス

芸術家と子どもたちでは、���� ～ ���� 年度に「子供が輝く東京・応援事業」の助成を受けて、
複数の児童養護施設等での継続ワークショップと地域交流事業を実施しました。そして ���� ～
���� 年度の助成事業では、前回 得たノウハウを活かし、障害児 入 所施 設、放 課 後 等デイサー
ビス、小学校特別支援学級でのアーティスト・ワークショップと交流事業を通して、障害のある
子どもたちの創造的体験や交流の場をつくり、子どもたちが健やかに成長していく環境づくりを
行いたいと考えました。

この冊子では、ワークショップのレポートや交流会議の記録を通して事業を振 返り、これからの
課題や可能性について考えていきます。

障害のある子どもたちのうち、障害児通所支援の利用者数や特別支援教育を受ける児童生徒数
は年々増加しています。障害児入所施設の利用者数は ���� 年調査で �.�� 万人と、����年調査
の �.� 万人から減少していますが、放課後 等デイサービスの利用者数は ���� 年度 ��.� 万人で、
����年度の �.�倍に増加しています。また、特別支援教育を受ける児童生徒数は、特別支援学校

（幼小中高）で ��.� 万人 （���� 年度の �.� 倍／全児童生徒の �.�％（小中））、特別支援学級（小中）
で ��.� 万人（同 �.� 倍／全児童生徒の �.� ％）となっています※。

障害児者への支援が、入 所等から地域生活の中で包括的に行われることで、地域で共生社会を
実現することが 期待されていることが伺えます。しかし、それぞれの施 設・学校において、子ど
もたちの障害の程 度や種 類は異なりますが、多くの場合、既存の施設職員や教 員の数に余裕は
なく、体験の機 会が少なくなりがちで、地 域の中で 他施 設や他校と交流する機 会は多くはあり
ません。また、障害のある子どもたちは、障害児入 所施 設で暮らしながら特別支援学校へ通学
したり、家から学校の特別支援学級へ行った後、放課後等デイサービスへ通ったりと、一人の障
害のある子どもが 複 数の施 設・学 校をまたいで生 活しているケースが 珍しくありません。けれ
ども、種別の違うそれぞれの施設や学校は相互の交流がほとんどないため、他の施設・学校で
行われている支援内容を共 有する機 会が少なく、一人の子どもに対して分断された支援が 行わ
れている状況であるといえます。

●宮代学園
アーティスト｜城 俊彦（ダンス）
期間｜����年�月～��月（��日間）

●友愛学園児童部
アーティスト｜松岡 大（ダンス）
期間｜����年�月～����年�月（�日間）

※こども家庭庁支援局障害児支援課 こども家庭審議会障害児支援部会
　第６回（����.�.��）資料２『 障害児支援施策について』参照

子どもたちの心理的支援を目的としたアーティスト・ワークショップの開催
　　　各施設・学校ごとのワークショップ実施　

子どもたちの交流を目的とした同種の施設の施設間・学校間交流　
　　　� 施設または � 校ごとの交流ワークショップ

新しいネットワーク形成を目的とした、異なる種類の施設間や、施設と学校間交流
　　　施設職員・学校教 員・アーティストを交えた交流会議の開催

このような問題意識から、今回の事業では、
以下の � つの柱に沿って事業を計画しました。

▼2023-2024年度実施データ 2023-2024年度実施データ▼

参加者｜
障害児入所施設職員 � 名
放課後等デイサービス職員 � 名
小学校特別支援学級教員 � 名
アーティスト� 名

����年��月��日

交流会議

� 施設での
ワークショップ&交流発表会

障害児
入所施設

放課後等
デイサービス
� 施設での
ワークショップ&交流発表会

小学校
特別支援学級
各校でのワークショップ＆
� 校ごと計 � 校での
交流ワークショップ

障害児
入所施設

小学校
特別支援学級

違いを認め合い、互いを尊重し合うアーティスト・ワークショップの実 践と、様々なレベルでの
施設・学校間交流を通じて、障害のある子どもたち同士や、関係する大人たちのつながりを生み
出し豊かにすることで、将来的には、障害の有無を超え、あるいは文化的な背景や家庭環境の
違い、思 想信条の違いなどを乗り越えてインクルーシブな共生社 会を実現することにつなげた
いと考えています。

交流会議によるネットワーク形成

P.� P.� P.� P.��

交流�日

●広尾てくてく
アーティスト｜ピスタチオ（美術）
期間｜����年�月～��月（�日間）

●友愛こどもクラブとことこ
アーティスト｜松岡 大（ダンス）
期間｜����年�月～����年�月（�日間）

交流�日

●業平小学校
アーティスト｜青木尚哉（ダンス）
期間｜����年��月～����年�月（�日間）

●外手小学校
アーティスト｜松岡 大（ダンス）
期間｜����年��月～��月（�日間）

交流�日 交流�日 交流�日

●赤羽小学校
アーティスト｜仁科 幸（ダンス）
期間｜����年�月～��月（�日間）

●浮間小学校
アーティスト｜若鍋久美子（音楽）
期間｜����年��月～��月（�日間）

●王子第一小学校
アーティスト｜長与江里奈（ダンス）
期間｜����年�月～�月（�日間）

●滝野川小学校
アーティスト｜浅井信好（ダンス）
期間｜����年��月～����年�月（�日間）

本プロジェクトに参加した施設職員・学校教員・アーティストが参加。障害児支援や
教育についての意見交換を行い、施設、学校の違いを超えたネットワークを形成する。
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01 障害児入所施設

障
害
児
入
所
施
設

子どもたち一人ひとりの好きなことや、やりたいことを見つ
けるように始まったワークショップ。ジャンケンをきっかけ
にした動きを考えたり、ティッシュを落とさないようにする
にはどうすれば良いかを考えたり、遊びのような感覚で身
体を動かすことを楽しむ時間を重ねました。また、衣装や
舞台美術にもなる大きな絵を描く回も設けました。いろん
な色が混じり合い、その色にも一人ひとりの想いが感じら
れる素敵な衣装と美術が完成しました。交流ワークショッ
プや、最終回の発表会にはその衣装を着て、舞台美 術の
前でダンスを披露しました 。

２つの グループに分けてワークショップ を実 施。前半グ
ループは、ダンスや音楽が好きな子を中心に、子どもたち
に振付を考えてもらい、子どもたちがリクエストした楽曲
でダンスをつくりました。後半グループは、ペアやみんなで
つながるなど、身 体を使った関わり合いやコミュニケー
ションを楽しむような時間も取り入れました。最終回には、
それぞれが好きな動物を描いた衣装を着て、施 設内の他
の子どもたちや職員にダンスを披露 。お客さんが飛び入り
で一緒に踊るコーナーもあり、たくさんの拍手をもらって
みんな満足そうな表情をしていました。

友愛学園児童部

宮代学園

交流ワークショップ

オンラインでの交 流ワークショップ を行いまし
た。友愛学園の子が考えた振付を宮代学園の子
に教えて、それをみんなで一緒に踊ったり、宮代
学園で行ったティッシュを使ったワークをみんな
でやってみたり、それぞれが経験したこと、考え
たことを伝え合い、画面を越えて共有する時間に
なりました。また、宮代学園では、子どもたちが
つくった舞台美術や衣装も紹介しました。始まる
前は、オンラインでどこまで参加できるか不安も
ありましたが、感想を伝え合うことやお互いに見
ることを、職員やスタッフが予想した以上に自然
に楽しむ姿が見られました。

友愛学園児童部
施設長

寄
稿

石川 淳

子どもの可能性を育む
　友愛学園児童部は、主に知的障害のある �� 歳までの
児童が生活をしている障害児入所施設です。

　私たちが 芸 術家と子どもたちの活 動に参加したのが、
���� 年のことで気付けば �� 年が経とうとしています。年
齢の異なる � 名程度の児童でグループを作り、リズムや音
楽などで体を動かし、表現することを中心としたワーク
ショップを行ってきました。毎年、児童の入退所があるた
め、それに伴いワークショップへの参加メンバーも入れ替え
ながら、これまでに参加した児童は実に �� 名に及びます。

　活動へのお声がけがあり、参加することを決めたときは、
単に子どもたちの余暇活動の一環として、楽しい時間が
過ごせれば、との考えでした。余暇活動が十分でない現状
もあり、その根底の思いは今も変わっていません。

　しかし、これだけの期間と人数を継続してきたことには
理由となるいくつのかのエピソードがあります。

　参加する児童の中には、輪に入ることに躊躇し、なかな
か活動に参加できない児童もいます。単に恥ずかしいとい
う気持ちだけではなく、障害特性から自ら失敗することが
認められないことや、生い立ちの中で愛着が正しく形成さ
れず自己肯定感が低く、自信が持てなくなっている児童も
おり、気持ちを持って行くのも単純にはいきません。こう
したことも、アーティストをはじめスタッフの方々は共有し
てワークショップを展開して関わって下さっています。

　アーティストに導かれ、少しずつ体を動かしていると、
「それかっこいいね」、「わたしもそれやってみる！」などの

声がいつしか聞かれ、互いを認め合う言葉や共感し合うと
いった何とも言えない素敵な時間が生まれます。参加を
躊躇していた児童も、はっきりと自信に満ち溢れた表情へ
と変わる瞬間を幾度も目の当たりにしてきました。児童の
自己肯定感が育まれている証拠でもあります。

　今年度は、はじめてリモート動画を使用して、他施設の
児童とのセッションに取組みました。知的障害という特性
からも、初めて会った画面の向こう側のお友達をどう理解
し、画面を共有できるのか不安でしたが、その心配をよそ
に画面を良く見て相手の動きにも合わせながらダンスを
披露し、その順応性の高さに只々、驚かされました。

　これまでのワークショップを通して、生活の場では見る
ことのない姿や潜在能力に気づかされることが多々ありま
した。児童にとっての楽しいひと時は、いつしか私たち支
援者にも大きな意味のある活動となっています。

　これからも小さな天才アーティストの活躍を楽しみに
していると共に、児童への新たな可能性の場を提供下さっ
ていることに感謝いたします。

Workshop Report

Summary

ワークショップ・レポート

概要

施設名

宮代学園
城 俊彦

（ダンサー） 杉本音音

�/�� , �/�� , �/��
�/�� , �/�� , �/��
�/� , �/�� , ��/��
��/��

�/� , �/�� , �/��
��/�� , ��/� , �/��

�/��

加藤理愛
高嶋柚衣

Wagane Ndiaye Rose

松岡 大
（舞踏家）

渋谷区
小学�年生～
高校�年生
��名（延べ��名）

小学�年生～
高校�年生
�名（延べ��名）

青梅市友愛学園
児童部

地域 対象 アーティスト アシスタント 実施日 交流
ワークショップ

合計合計 �施設 小学�年生～高校�年生��名（延べ���名） ��日 �日
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放課後等デイサービス

放
課
後
等
デ
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曜日によって参加するメンバーが入れ替わるので、いくつ
かの曜日や、夏休み期間にワークショップを設定。毎回 �
回完結で作品をつくりました。春には桜をモチーフにして
お花 紙 や画 用紙を切って貼って大きな桜の木をつくった
り、植 木 鉢に色を塗って種を撒いたりもしました。共 同
制作を体験してみたい、という職員の方々の要望もあった
ので、例えば � 人 � 個のランタンをつくった後に、数 人の
グループで大きなテントをつくって中にランタンを持って
入ってキャンプの雰 囲 気を味わうなど、誰 かと一 緒にひ
とつのものをつくる回も設けました。

少し早めに学校から帰ってくる小学生中心のグループと、
遅く帰ってくる中高生中心 の グループに分けて２部 制 で
ワークショップを実施。いくつかの楽曲に合わせて、アー
ティストの真似をしながら振 付のあるダンスを踊ったり、
その中にみんなで手をつないだり誰かとふれあうような動
きを取り入れて、一緒に踊る楽しさを味わえるようにしな
がらワークショップを重ねました。

友愛こどもクラブとことこ

広尾てくてく

実際に会ったことのない子どもたち同士、それぞ
れ 美 術とダンスという異 なるジャンル のワーク
ショップをしていて、しかもオンラインでの交流
ということで、どういう形で臨むのが良いか悩み
ましたが、交流の前に、それぞれの放課後等デイ
サービスで、「チャフチャス」という鈴をつけた楽
器をつくり、それを使ってダンスで交流すること
にしました。最初に、それぞれがつくったチャフ
チャスを画面いっぱいに映して紹介し合った後
に、チャフチャスを振りながら、友愛こどもクラブ
とことこのワークショップで踊っていたダンスや、
広尾てくてくの子どもたちが好きな楽曲に合わせ
て楽しく身体を動かしました。みんなチャフチャ
スを鳴らすのが好きな様子で、画面を見つめなが
ら賑 やか に 踊り、最 後 には「楽しかった！」と、
画面越しに感 想を伝え合う姿が印象的でした。

アーティスト

造形教室「南京豆」主宰
造形ワークショップデザイナー

寄
稿

ピスタチオ
小村 歩

　放課後等デイサービスは放課後や学校がお休みの日に
過ごす場所なので、月１回の造形ワークショップがリラッ
クスした時間になるといいなと考えていました。

　私が毎月担当している別のデイサービスでは、基 本的
には数人ずつの対応で、気分が乗らない子には時間をあ
けて気分が乗るタイミングで一緒に制作するという形で
行っていたので、決められた時間に全員で一緒に活動す
ることでどういう活動になるのか、始まる前は不安と楽し
みな気持ちが入り混ざっていました。

　同じ活動でも感触を楽しんで「気持ちいい～」という子
もいれば、感触が苦手で触れられない子もいます。「また
やろう～！」と声をかけてくる時もあれば、「もうおしま
い～！」と終わりたがる日もあり、まっすぐ素材や環境と
向き合いながら素直に表現する子どもたちの振る舞いや
作品は、その子らしさが滲み出ていてとても愛おしかった
です。と同 時に、制 作 の順 序を変えれ ば良 かったとか
違う画材が良かったかなど課題も次々に出てきました。

　ひとつの作品を作る中に五感をそそる工程をいくつも
入れて、どこかの部分が誰かに引っかかって気持ちの良
さを感じてもらえたらと考えていましたが、やっていくう
ちにできなかった作業ができるようになる瞬間にも立ち
会えて、出来上がった作品を鑑賞する時に、名前を呼ば
れると少し恥ずかしながらも嬉しそうにみんなに作品を
見せていたのがとても印象的でした。

　「広 尾てくてく」の 職 員さんからはその 都 度フィード
バックをいただき、スタッフも多めにして子どもたちがそ
れぞれ楽しめるように様々な配慮をしていただきました。

　�� 月の「友愛こどもクラブとことこ」との交流会では
まずはスクリーンに映る自分たちにみんな興味津々。同
じ時間に同じ楽器を持った子達がスクリーンに映ってい
るということがわかってくるとスクリーンの裏側を見たり、
スピーカーを眺めたり。馴染みのある曲でのダンスを思
い思いに楽しんでいました。回数を重ねるワークショップ
でできたことも多かったので、交流会も回数を重ねると
さらに実りあるものになるかもしれませんね！

　支援の必要な子の多くはいつもと違う環境に不安を感
じる子も多いです。月１回の造形ワークショップが、い
つもと違うことにちょっとチャレンジできた、なんだか気
持ちよかった、楽しかった、とそんな風にじんわり感じる
ような活動になっていたら嬉しいです。

Workshop Report

Summary

ワークショップ・レポート

概要

施設名

広尾
てくてく

ピスタチオ 小村 歩
（造形ワークショップデザイナー）

青木静香
金子 文

�/�� , �/�� , �/��
�/�� , �/�� , �/��
�/�� , ��/�� , ��/��

�/�� , �/� , �/��
�/�� , �/�� , �/��
�/�� , ��/�� , �/��

��/��

松岡 大
（舞踏家）

渋谷区
小学�年生～
高校�年生
��名（延べ��名）

小学�年生～
高校�年生
��名（延べ��名）

青梅市
友愛こども
クラブ
とことこ

地域 対象 アーティスト アシスタント 実施日 交流
ワークショップ

合計 �施設 小学１年生～高校�年生��名（延べ���名） ��日 �日

交流ワークショップ
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小学校特別支援学級 小学校特別支援学級

小
学
校
特
別
支
援
学
級

ワークショップは骨の話からスタート。骨と骨をつなぐ関節があ
ること、骨折と脱臼はしてはいけないことなどを話して、「マネ
キンとデザイナー」というワークに取り組みました。デザイナー
役 が、マネキン役の子の身 体を動かす時には、どこまでどのよ
うに身体が動くのか、痛くないように相手のことを考えながらデ
ザインしました。大人も交じって相手を交代したり音楽に合わせ
たり、少しずつ変化を加えて取り組みました。

毎日朝の会に好きな曲で踊っているという子どもたち。いくつか
曲を決めて、振 付で踊ることや、先 生の提 案でプロジェクター
を活用したダンスにも挑 戦。それぞれが好きな動きを取り入れ
た振 付もあれ ば、種から芽が出て花が 咲くといったイメージに
合わ せて、即 興 的に 動きをつくる抽 象 的な 活 動も行いました。
そして、暗い中で白い体 操 服に映 像を映して動きのイメージを
広げるなど、交流する日に見せるダンスをつくっていきました。

業平小学校がバスで外手小学校へ出かけて交流ワークショッ
プを実施。事前にオンラインで交流する機会を設けてくれて
いたおかげで、子どもたちは実際に会うことを楽しみにして
いる様子でした。�� 分間 ×２コマで、前半は業平小学校で
行った「マネキンとデザイナー」のワークをみんなでやって
みました。２校の先生たちがマネキンになって子どもたちが
デザイナー役をしたり、ペアを代えたりするうちに子どもた
ち同士の関わりが広がり、中休みにはいつの間にかみんな
混じって鬼ごっこをしていました。後半は、外手小学校のつ
くったダンスを業平小学校の子どもたちに披露して、最後に
そのうちの � 曲を全員で一緒に踊りました。手をつないで輪
になったり、間奏では自由に好きな動 物になって踊ったり、
ダンスが人と人をつないでくれました。帰りのバスでは「来年
またやりたい」「次は外手小学校に業平小学校へ来てもらい
たいね」などの感 想が聞かれました。

外手小学校

業平小学校

Workshop Report ワークショップ・レポート

学校名

業平
小学校

青木尚哉
（振付家・ダンサー）

坂田尚也、樋笠理子
宮崎知佳、森田由依

加藤理愛
高嶋柚衣

��/�� , ��/� , �/��
�/�� , �/��

��/�� , ��/��
��/��

※業平小学校では、� 年生 � クラスとの交流ワークショップも実施。

��/��

松岡 大
（舞踏家）

墨田区
特別支援学級
�年生～�年生
��名（延べ��名）

特別支援学級
�年生～�年生
��名（延べ��名）

墨田区
外手
小学校

地域 対象 アーティスト アシスタント 実施日 交流
ワークショップ

合計 �校 特別支援学級�年生～�年生��名（延べ���名） �日 �日

学校名

赤羽
小学校

仁科  幸
（ダンサー・振付家）

王下貴司
斉藤 悠

�/�� , ��/� , ��/��
��/�� , ��/�� , ��/�

��/�� , ��/��

��/��

若鍋久美子
（打楽器奏者）

北区
特別支援学級
�年生～�年生
��名（延べ���名）

特別支援学級
�年生～�年生
��名（延べ���名）

北区浮間
小学校

地域 対象 アーティスト アシスタント 実施日 交流
ワークショップ

合計 �校 特別支援学級�年生～�年生��名（延べ���名） �日 �日

江藤弘憲、土屋 恵
鳴海 碧、松浦華子

交流ワークショップ

ダンスと音楽という異なるジャンル、そしてオンラインでの交
流ということで、事前に学 校間でオンラインのテストをし、
双方のアーティスト同士で打合せをして内容を検討しました。
最初は浮間小学校のセッションを聞いてもらい、そこに赤羽
小学校で考えた動きを演奏に合わせて踊ってもらいました。
また、途中アーティストによる演奏とダンスを鑑賞する時間
を入れて、最後には「水」をテーマにした浮間小学校の即興
演奏を聞いて、静かな雰囲気を共有しながら、赤羽小学校
の子どもたちが青い大きな布の上で自由に踊るという、即興
の音楽とダンスのセッションをしました。賑やかに楽しい場
面と、少し静かな雰囲気で観たり聴いたり、画面の向こうに
意識を向けながら、オンラインでも楽しい時間をつくること
ができました。

初回は、好きな食べ物の自己 紹介をした後、みんながカレーの
具 材になったつもりで、身 体 で 表 現するクッキング をしたり、
大きく貼り合わせた薄い紙の上で紙を破らないように動いたり、
遊びの中から身体を使って表現することを楽しむ時間をつくりま
した。２回目以降は、学芸会の劇づくりをダンスでお手伝いしま
した。先生がつくったオリジナルの冒険物語の中で、身体で表現
するシーンや、ダンスのシーンをつくっていきました。

低学年と高学年の２グループに分けて、たくさんの楽器にふれる
ワークショップを行いました。低学年は、太鼓や小さな音の民族
楽器など、一人ひとりが好きな音を出してその音色を聞き合う時間
を設けました。高学年はドラムが演奏できる子や、トロンボーンに
興味を持った子がいて、豪華なセッションが実現しました。子ども
たちが好きな曲に乗せて思うままに演奏したり、アーティストが
演 奏するリズムに自然に子どもたちの音 が 重なったり、豊かな
セッションが生まれました。

浮間小学校

赤羽小学校

Workshop Report ワークショップ・レポート

交流ワークショップ
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初回は、アーティストの動きを真似していろいろな動きを
体験したり、ピアノの生演奏で音からイメージして動いた
り、ペアになってふれあいを楽しむワークをしたり、身体
を使う表現活動を楽しむことから始めました。２回目以降
は、音楽会の発表に向けて合奏や合唱だけではなく、身体
を使ったパフォーマンスづくりに関わりました。登場する
時にペアでアイコンタクトをしてポーズをしたり、演奏する
楽曲のテーマに合わせた動きをつくったり、身体を使って
音楽を楽しめるように工夫しました。

モノを使って身体の動きを引き出していくワークショップ。
まずは、数百個の木の積み木で、友だちの人型を取り、そこ
から崩さないように抜け出したり、みんなでひとつの大き
なクジラをつくったり、迷路をつくるなど、どんな遊びが
できるかを考えて実際にやってみました。そして、迷路が
できたら、その道を普通に歩いてみて、その次は四つん這
いで歩いてみるなど、少しずつ身体の動きを使った展開に
つなげていきました。また、できた迷路の積み木を立体的
に変化させると、ひとつの未来の街のように見えました。

滝野川小学校

王子第一小学校

寄
稿

　王子第一小学校のワークショップへの参加は、２回目
でした。
　� 回目は、一昨年に学芸会に向けて、劇の演出の仕方に
ついて相談し、劇中の歌２曲をつくっていただきました。
芸 術家の方々が、子どもたちから劇の登場人物のイメー
ジを聞き出し、歌詞とメロディーを付け、振付も子ども
たちから出た動きを取り入れ、みんなで楽しく歌って踊れ
る曲が仕上がりました。年度末には、６年生を送る会で
歌の歌詞を、６年生への感謝を伝える言葉に替えて発表
することもでき、音楽に親しむ良い経験となりました。
　２回目の今回は、音楽会に向けて発表の仕方を相談し、
歌と合 奏以 外の表現する方法を教えていただきました。
ワークショップの中で、音楽に合わせて身体を動かすこ
とや、言葉で伝えなくてもボディータッチで動きをリレー
していくこと等、自由度の高い表現方法を教わりました。
普段あまり歌わない子や、身体を動かすことが苦手な子
も、音のイメージに合わせ、自由に表現することに一人で
も取り組むことができるようになりました。また、自分で
イメージを膨らませて表現することが苦手な子も、芸 術
家の方々に動きを褒めていただいたり、全体の中で取り
上げていただいたりする中で、少しずつ自信を持って表
現できるようになりました。音楽会では、自席からピアノ
の音のイメージに合わせて身体を動かしたり止めたりし
ながら入場し、その後二人組で舞台に登場して、音楽に
合わせてポーズを決めることを取り入れて発表しました。
音楽会を見た保護者の方からは、子どもたちがのびのび
と表現できたことを褒めていただき、「感動して涙が出ま
した」「成長を感じました」等の感想が寄せられました。
多くの子どもたちが、楽しく表現することを学び、自信を
高めることができました。
　また、今回のワークショップは、滝野川小学校との交
流活動も含まれていました。滝野川小学校で行っていた
積み木を使った表現活動と本校で行ったピアノの音に合
わせて動きを付ける活動を、両校の子どもたちが一緒に
体験しました。初めは、自分の学校の友達と活動するこ
とが多い様子でしたが、積み木を並べたり、ピアノの音
に合わせて積み木を交換したりする中で、一緒に活動す
ることができる児童が増えました。一緒に活動を共有で
きたことで、今後の区内の合同行事の際など、子どもた
ちの交流が深まっていくことに期待しています。
　ワークショップでは、普段の授業の中では体験できな
い貴重な体験をさせていただきました。教師も子どもた
ちも様々な表現の仕方を学ぶことができたよい機会でし
た。本当にありがとうございました。

Workshop Report

Summary

ワークショップ・レポート

概要

学校名

王子第一
小学校

長与江里奈
（ダンサー・演出家）

北園 優
鈴木綾香

加藤理愛
平田 栞

�/� , �/�� , ��/��
��/�� , ��/�� , ��/��

��/� , ��/�� , �/��

�/�

浅井信好
（振付家・ダンサー）

北区
特別支援学級
�年生～�年生
��名（延べ���名）

特別支援学級
�年生～�年生
��名（延べ��名）

北区
滝野川
小学校

地域 対象 アーティスト アシスタント 実施日 交流
ワークショップ

合計 �校 特別支援学級�年生～�年生��名（延べ���名） �日 �日

交流ワークショップ

小
学
校
特
別
支
援
学
級

王子第一小学校
特別支援学級担任
主任教諭

酒井  亮 
滝野川小学校がバスで王子第一小学校へ出かけて
交流ワークショップを実施。子どもたちは事前に
オンラインで自己紹介等をして当日を迎えました。
�� 分間× � コマで、最初は王子第一小学校のアー
ティストのパフォーマンスを見せてから、ピアノの
生演奏に合わせて身体ほぐし。そして滝野川小学校
で取り組んだ、寝転んだ人の形を積み木で型取り、
積み木を崩さないように起こすというワークを、滝
野川小学校の子どもたちが見本を見せて、２校混
合のチームで行いました。後半はより身体を動か
すワークへと展開。積み木を手を使わずに持ち上
げて、その積み木を誰かと交換するというワーク
では、子どもたち同士の関わりが広がりました。
最後は、ピアノの音色からイメージを広げて身体を
思いっきり動かして終了。帰りには、王子第一小学
校の子どもたちが花道をつくって滝野川小学校の
子どもたちを賑やかに見送ってくれました。
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アーティストの気づき、感想
ー皆さんからワークショップのいいところをたくさん挙げて
いただきましたが、アーティスト側としてはどう思っていたの
か、難しかったところなども聞かせてください。

若鍋（打楽器 奏 者）：通常の学級でワークショップをする
と、子どもたちから「自由にやる」というのを引っ張り
出すのが 難しいことがあるのですが、特別支援学級で
は 私 が 子どもたちに教えてもらっていて「そんな楽 器
のやり方あったの？」みたいな。子どもたちが面白い音
を聞かせてくれて、私にとっても発見がとてもたくさん
ありました。

松岡（舞 踏家）：今回、アーティスト側にもすごく学びに
なったのではないかなという部分 があります。 私はい
ろいろなところでワークショップ を行いますが、他の
アーティストがどんなふうにやっているのかあまり知ら

P11-12

座談会

交流会議

本事業では、障害のある子どもたちが生活す
るさまざまな 場 所 でワークショップ を実 施
し、施設間や子ども同士の交流を図ってきま
した。そして、参加した施設職員や学校教員、
アーティストの皆さんにお 集まりいただき、
取り組みを振返るとともに、障害のある子ど
もたちのこれからにつながるような、ワーク
ショップの課題や可能性について考える交流
会議を開催しました。一部を抜粋してご紹介
します。

全編はWEBコラムで
公開しています

����年��月��日（金）
��:�� − ��:��

NPO法人 芸術家と子どもたち
事務所

●NPO法人 芸術家と子どもたち
　 代表 堤 康彦、事務局長 中西麻友進行

交流会議 文字起こし・編 集：北沢 理 美

参加者

実 施
場所

実 施
日時

●障害児入所施設
　［ 宮代学園 ］
　 児童発達支援管理責任者
　椎名美穂

　［ 友愛学園児童部 ］
　 副施設長
　永田あかね

●放課後等デイサービス
　［ 広尾てくてく ］
　 管理者兼児童発達支援管理責任者
　大塚聡之介

　［ 友愛こどもクラブとことこ ］
　 児童発達支援管理責任者
　冨田祐子

●小学校特別支援学級
　［ 墨田区立業平小学校 ］
　 特別支援学級担任 主任教諭
　芹澤裕之

　［ 北区立浮間小学校 ］
　  特別支援学級担任 主任教諭
　加藤有子

●アーティスト 
　 舞踏家  松岡 大
　 打楽器奏者  若鍋久美子

施設同士の交流
ー今回の事業では、施設同士の交流とネットワークの形成
をめざして取り組みを実施してきました。普段は、どのくらい
施設同士の面識や交流はあるのでしょうか。
※以下、敬称略・所属略称。

永 田（友 愛）・椎 名（宮 代）：職 員 同 士 は あまりないです。
施設長同士の交流はあるけれど…。

芹澤（業 平 小）：下校 時に子どもを引き渡 すとき、放 課
後等デイサービスのお迎えの方と少しお話しするぐらい
なので、関わる機 会というのはとても少ないです。放
課 後 等 デイサービスでどん なことをやっているのか、
分からないことが多いです。

それぞれの立場からみた
子どもたちや施設の現状、課題
ー皆さんそれぞれの立場で障害のある子どもたちと関わっ
ていて、いろいろな課題があるからこそワークショップをやっ
てみようと思ってくださったのだと思うのです が、現 状など
を教えてください。

若鍋（打楽器奏者）: ワークショップをやっていると、子
どもたちのどこに何の障害があるのかなと思うことの
方が多いです。私たちは光の面しか見えていないなと
思っていて、きっと大変な部分もたくさんあるのだろう
なと思っています。

椎名（宮代）：子どもたちとの関わりの中で感じる課題は、
表 現 方法の引き出しが 少ないというところです。話す
ことのできる子でも、どうしてもうまく伝わらないもど
かしさから、課 題行動と呼ばれるような行動に発展し
てしまう。そういう行動が表出したときに、本人 が 一
番苦しいと思うのですが、どうしてあげたらいいかなと
私自身悩むことがあります。

永田（友愛）：ワークショップを始めたきっかけとしては、 
余暇のバリエーションが増えることで子どもたちにとっ
て楽しい場になるといいな、という思いでした。また、
児童養護 施設から移ってくる子もいて、幼少期の愛着
形成に課題を抱えている子が非常に多く、周りと比べ
るとできないことが多い子どももいます。そのような
中で、ワークショップ では何 をやっても「すご い ね」
と言ってもらえる、職 員や家 族とは違う外部の方から
自分を認めてもらえることは、子どもたちにとって、と
ても大きな経験になっています。

芹澤（業平小）：ダンスのワークショップを行ったので運
動面の課題をお話しすると、日々の指導の中で、子ども
たちが自分の身体のイメージをもつということはすごく
難しいと実 感することが 多くあります。また、自己肯
定感が低い子どもたちもいて、自分自身の運動能力が
低いこと、運動に対してマイナスなイメージをもってい
る子がいると感じます。否定されることなく、のびのび
とやることが今一番大切なのかなと実感しています。

加藤（浮間小）：私たちの学級は��人ですが、グレーゾー
ンの子も多くいます。自分を出せない子、情緒的にイ
ライラしてしまう子も実は結構いるのです。でも、ワー
クショップをやっているうちに自分が活躍できる空間に
満 足して、自己肯定 感 が上がってきています。子ども
たちを輝かせてくださったことが本当に嬉しいです。

大 塚（てくてく）：やはり子ど もたちが 成 長するために
は、経 験 がすごく大事だと考えています。障害のある
子どもたちは、経 験不足や経 験できないことがあるな
かで、このようなワークショップは 大 切 だと思ってい
ます。また、いま「地 域 交 流」ということが 放 課 後 等
デイサービスに求められているのですが、当事 業 所と
しては 職 員以 外 の外部の方と接する機 会というところ
で、地 域交流も担ってもらいたいと思っています。

冨田（とことこ）：いま、放課後等デイサービスには、「 �
領域※」を含めた子どもたちへのよりきめ細かい多面的
な支援が求められていています。例えば、言語や人間
関 係、運 動とか生活、健 康、そういうところを網 羅し
た療育を放課後等デイサービスでもやりましょうという
ことになっているのですが、日頃の課題としては、やっ
ぱり「放 課 後」は 短いなと思います。子どもたちは学
校で一生懸命 頑張ってきた後にやって来て、疲れてい
ては何をやってもだめなので、楽しいと思って参加して
もらえる、悩 みを抱えている子が 落ち着ける時 間を、
行 政のガイドラインとすり合 わ せな がらどうつくって
いくのかが、難しいところです。

※ � 領域：「➀健康・生活」、「➁運動・感覚」、「➂認知・行動」、「➃言語・
コミュニケーション」、「➄人間関係・社会性」

好きな楽器を選んで自由に演奏する
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ない。それが 何年も続くと、ワークショップにはそも
そも正 解 が ない ので、うまくいっているのかどうか、
分 からなくなる。今 回の取り組みを通して、他のアー
ティストがどのようにワークショップをしているのか見
ることが できたので、とても良 かったなと思っていま
す。提案も含めてなんですけれども、例えば新たなアー
ティストが学校や施 設にワークショップに行くときは、
その一歩前の段階で、他のアーティストのワークショッ
プを見学するとか、現 場に同行させてもらうと、また
違うつくり方ができるのかなと思いました。

中西（NPO）： 今 回の施 設 同 士の交流では、Zoom を
使ってのオンラインと、どちらかの施 設や学 校に出向
いていく対面の両方がありましたね。

松 岡（舞 踏家）：Zoom は意 外と可能 性があるなと思い
ました。コロナが流行していたときに、仕方なく Zoom
で行うということがありましたけれど。車 椅 子で 外に
出られないとか、そういう方ももしかしたらいるかもし
れない。今後、積 極 的に活用していくことができるの
かなと思いました。

交流ワークショップでの様子
ー今回の取り組みでは、施設同士の交流を取り入れたこと
が 新しいチャレンジでした。交流ワークショップ での気づき
や感想を教えてください。

芹澤（業平小）：やっぱり子どもってすごいなと思うこと
がありました。私はとても緊 張しやすいので、初めて
のところに行って、初めての人に話しかけたり、一 緒
に運 動したりとか、不安な気持ちになるけれど、子ど
もたちはのびのびと過ごしていました。自分たちがやっ
てきた活動を他の子たちに伝えてあげるとか「こうやる
んだよ」「一緒にやろう」という声かけが自然に出るな
ど、いつものクラスの中で関わるのとは別の姿を見る
ことができて、すごく良かったなと思いました。

加藤（浮間小）：オンラインで交流しましたが、やっぱり
「直接行って、顔を見合わせてやりたかったね」という

教員の声は多く聞かれました。同じ場所にいたら、もっ
と違う交流ができたかなと思うところはありました。

P13-14

座談会

画面の向こう側へ伝わるようにポーズ

若 鍋（打 楽 器 奏 者）： 画面越しだと、ワークショップ で
使う布の質 感とかが分かりにくい。黒い人 影と、青い
帯状のものがはためいているな、くらいですよね。でも、
実際に目の前にあると、布の軽さとか 手触りとかが分
かるので、そういうものが音にすごく影響する。イメー
ジに直 結するので、対面だったら、たぶん子どもたち
もすっと入って音が変わっただろうなと思います。また、
最初に相手の学校に演奏を発表してから、演奏に合わ
せて一 緒にダンスをしてもらうという流れにしたのです
が、発表したことの良さがあったと思います。せっかく
演奏したものを誰かが聞いてくれるというのはめちゃく
ちゃ大きい。

椎 名（宮代）：今 回はオンラインでしたが、今 後 交 流す
る機会があるのであれば「宮代学園の子たちを友愛学
園に連れてくのもいいね」「特別感もあるし、どういう
相乗 効果が生まれるのだろうね」という話を他の職 員
としていました。

中西（NPO）：音楽だと通信環境による音の問題があり、
ダンスは直接のふれあいを大事にするので、オンライ
ンでワークショップを実施することに対してアーティス
ト側 にも抵 抗 があるのではないかと思っていました。
本当にちゃんとできるのかなと私自身も自問自答しな
がらの実践でしたが、子どもたちの方がはるかに軽や
かに、そういう心配を超えて参加してくれていました。

大 塚（てくてく）：交 流をより良くするのであれ ば、 ワー
クショップで楽器をつくっているときからオンラインで
つないで「こちらではこういうのをつくっているよ」と
か、お互いの取り組みを知る機 会をもう少し増やして
も良かったのではないかという意見がありました。

ワークショップへの期待と可能性
ー最後に、これからのワークショップに対しての期待や、こう
いうワークショップをやってみたいなど、ありますでしょうか。

冨田（とことこ）：アーティストが来てくれたことによって
「ダンスをやりたい」とか「楽器をやっていきたい」とか、 

やりたいことが見つかった子は、本当に幸 せだと思い
ます。子どもたちは��歳までしか放課後等デイサービ

スに通うことが できなくて、親 御さんたちから今 後 の
不安をよく聞きます。成人になったときに、青年サーク
ルみたいなものが少しずつできて、「あそこ行って何か
教えてもらいなよ」とか「何かできるよ」というふうに
言えたら良いなと思っています。

加藤（浮間小）：本物を子どもたちに味わってもらいたい
といつも思っています。学校でよくスクールコンサート
とか劇団に来てもらうこともありますが、子どもにとっ
て一方的で、� 回聞いたら終わりということが多い。で
も、このワークショップは、アーティストやスタッフが
学 校に出向いてくれて「どんな形でワークショップ を
やりましょうか」というところから始まるのが、すごく
大きいというか、素敵なところだなと思っています。

芹澤（業平小）：加藤先生もおっしゃっていた通り、この
ワークショップは一方的ではなくて、子どもたちが自分
自身の中に持っているものを引き出してくれます。大人
が提供したものではなく、自分で「楽しい」を見つける
とか、つくり出すことができる。この経験がすごくあり
がたいなと思っていて、これからも継 続して続けてい
きたいなと思います。

永田（友 愛）：余 暇の時間に何をするのか決められない
子はたくさんいます。ワークショップ では、自分の好
きなもの、自分の能力とかが 花開く時があるので、そ
ういうものが見つかると、きっと子ども自身の将 来の
生活でも強みにはなっていくのだろうと思います。

椎 名（宮代）：ワークショップ でのアーティストとの関わ
りや、子どもたちが自由に表 現して、それを受け止め
てくれる場というのは、私たち職員にとってもプラスの
面をたくさん見ることのできる、すごく大切な時間だな
と思っています。

松岡（舞踏家）：今回、複数のアーティストが関わること
で、いろいろな発見がありました。今後、例えば、ひ

とつの施 設の中で、複 数のアーティストが受け持ちな
がら何かつくるというのも面白いのかなと思いました。
また、この取り組み の「セクション（施 設）を 超 えて、
つながりをつくる」というところを、もう少し社会に発
信できないのかなと思います。普 通の人は、たぶん知
らない。それが、障害のある方が隔離されてしまうとか、
自分の好きなことに向き合えないということにつながっ
ているのかなと思っていて、もっと知ってもらうという
ことが、 活動の中にあっても良いと思っています。

今後について
ーお互いを理解するために大切なこと

中西（NPO）：事業が始まる前は、私たち自身も大丈 夫
かなと心 配していたのですが、何よりも子どもたちの
おかげで、そして皆さんの多大なご協力があり、無事
に実 施することができました。でも、障害のある子ど
もたちをめぐる世の中に 対して、どうにかしていかな
きゃいけないこととか、私たちができることはまだまだ
あるなと改めて思ったので、今回の気づきや学びを今
後に活かしていきたいです。

堤（NPO）：い わゆる「健 常の 子ど も」と「障 害 のある
子ども」のつながりというか、お互いが理解し合えるよ
うな雰囲気を醸 成していかないといけない。本当の意
味でのインクルーシブな社会というのをつくっていくに
はどうしたらいいのか、同時に考えていきたいなと思っ
ています。私たちは障害のある子どもたちの良さとい
うか、面白さ、能力、そういうものをすごく感じている
のですけど、それが社 会になかなか伝わらない。 だか
ら、もっとパイプを多くするとか、実際に出会う機 会
を多くするとか、そういうことがきっと必要なのだろう
なと改めて思いました。今日は 本当にありがとうござ
いました。

広尾てくてくの子どもたちがつくったチャフチャス

みんなで描いた絵を舞台美術にした発表
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アンケート集計 回答者数：�� 人（ � 施設・� 校 ）

※ � 施設・校につき、複数の職員・教員からの回答あり。ワークショップ終了後に、実施施設・校の
職員や教員に対してアンケートを行いました。

当事業への参加は、子どもたち
にとって、どんな影 響・効果が
あったと思われますか。
※自由記述より抜粋

Q.2

A.

当事 業 へ の 参 加 は、職 員や 先 生
方にとって、どんな影 響・効果が
あったと思われますか。
※自由記述より抜粋

Q.3

当事業は職員や先生にとって
満足できるものでしたか？Q.1

今後もアーティストとの
ワークショップに取り組んでみたいと

思いますか？
Q.5

◯少人 数 での定 期 的 な 活 動 があることで、保 護
者、職 員、教 員とは異なる大 人からたくさん褒め
られ、楽しい笑顔になれる時間を共に過ごす事で
ワークショップの時間が 楽しかったこと、次 回を
楽しみにしている様 子を感じています。一人ひと
りにスポットがあたる時間なので、自信がついた
児童もいた様子です。

◯今回は、初めて他施設との交流もリモートで実現
し、子どもたちがどのような反応をするのか予想が
つかない部分もありましたが、画面の向こうの存在
も気にしつつ活動できていた事に驚きつつ、子ども
たちの新たな可能性を感じることができました。

◯ダンスが好きな子がいて、（保護者が）利用日の
調 整をして全日参加してくれた。前日から芸 術家
の日を楽しみにしていました、と先 生から聞いて
学校でもお話をしていることが分かった。

◯みんなで取り組むことで、できなかったことに
挑 戦しようとする姿 や 集中して取り組むことがで
きていた。活 動を楽しみにしている様 子 もあり、
参加することができていた。

◯学 級 内や校 内では 関 わりが 薄い 子ども同 士 が
関わることができ、感想も良かった。

◯友だちとタッチをしたり、足のマッサージをした
りと普段 接 触がそれほど多いわけではないので、
たくさん関わることができて仲が深まり、楽しく活
動できたと思います。

障害児入所施設

A. 障害児入所施設

A. 放課後等デイサービス

A. 特別支援学級

A. 特別支援学級

A. 特別支援学級

A. 障害児入所施設

A. 放課後等デイサービス

A. 放課後等デイサービス

◯子どもたちが自発的に他校の子どもたちと関わ
ろうとするきっかけになっていた。

◯５年男児「ぼくは今日、生まれて初めて好きな
ものが見つかった」とキラキラした目をしながら
言ってくれました。全 身でコンガを演 奏し、こん
な表現をする子なのだと担任たちがびっくりする
程の姿を見せてくれました。

◯プロのアーティストさんに出会い、一緒に音を楽
しむことができ、本物を味わわせていただけたこ
とは、これから先にも残る心の財産だと思います。

◯声の出し方について「大きな声を出す」という
指導になりがちだったが、それぞれの個性を活か
して表 現することを楽しめるように指 導できるん
だということを学びました。

◯形、型のない表現をすることを楽しんでいる児
童がどんどん増えていた。大人が 難しいかもと決
めずにアプローチしていくことで可能 性が広がる
ことを改めて感じた。

◯表現 運動、リズムダンス等で苦手な子でも「や
りたい！」「できそう！」と思える活 動 が 知 れた。
また、ボディイメージをもてない児童が多い学級で
もあるため、今後の体育、また活動の参考になった。

◯「交流および共同学習」の取り組み方を学べた。
人との関わり方を教える方法を具体 的に学 べた。
ダンスのつくり方（身体表現）や表現の幅が広い
ことを知った。

◯段 階 的 にワークショップの 取り組 み（内 容）へ の 理 解 で
あったり、アーティスト（アシスタント）との関係性が構築さ
れていく過程を目の当たりにすることができ、生活上では見
ることのできない児童の潜在能力やものの捉え方 等、児童
の新たな一面を見ることができました。

◯決まった動きや、ラジオ体操などの時には見ら
れなかった姿を見ることができた。

◯振りやポーズを真似する、ということにこだわ
らずに、自由に動くこと（歩くことも、這うことも、
リズムを身 体 のどこかが 感じて 動いていること）
がありなんだと知った。

◯制作活動の工程の中で、ひとりのお子さんがこ
ちらの 予 想 で は 難しいかなと思っていた 作 業 で
も、大 人の力も借りながらも上手に行っている姿
を見られたのが今回のワークショップだから知る
ことができたと思います。

◯オンラインの交流も良かったですが、今後もこ
ういった機 会がありましたら、対面での交流も検
討しても良さそうだと感じました。

◯児 童 をはじめ、関 わる大 人も笑 顔 が 絶 えず 職
員も暖 かい気 持ちにな れる楽しい、貴 重 な 時 間
でした。

◯興味を向ける範囲がとても限られている子ども
たちに対して、自由に身体を動かして自己 表現す
る時間をいただいたことはとても意味のあること
だと感じる。少しの時間ではあっても、音楽を聴
いて、アーティストさんの動きを見て、「うごかし
たい」と思って身体を使った体験がいろいろな場
面で「自己 表現」のきっかけになっているかもし
れない、と感じている。今年度、子どもたちから
の言葉やサインの発 信が大きく伸びたことに関係
しているのではないか、と評価している。

◯ワークショップの後に振 返りを行っていただき、
児 童の様 子、やりたいことに寄り添って活動を検
討していた だ いたことがとても良 かった。また、
今 回は 通常の学 級との 交 流に加え、特 別 支 援 学
級同士の関わりの場もあり、とても良い機会でし
た。次 回、小 中学 校 の 特 別 支 援学 級での交 流な
ども考えられるのかな、と思いました。

◯毎 回とても楽しく活 動させ ていただきました。
最 終日に行ったチョキとパーのダンスがとても楽
しかったです。もう少し運 動をして、身軽にいろ
ん な 動きが できるようになりたいと思いました。
ありがとうございました。

◯今回は交流することができ、他校とのつながり
も深まり、また他の学 校でどんなワークショップ
をしているのか見ることもでき、大 変 意義 深かっ
たと思います。

当事業に対する、ご意見、ご感想、
ご希望などがありましたら、
お聞かせください。
※自由記述より抜粋

Q.4

満足

やや満足

やや不満

不満

どちらとも
いえない

� ��（人）�

思う

分からない

思わない

� ��� （人）
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これから

障害のある子どもたちへの

福祉・教育現場の支援

　この事業を始める前は、どうやって「交 流」を
つくるのか、どんな効果があるのだろうかと手探り
のスタートでした。しかし、施 設の職 員や学 校の
先 生、アーティストの皆さんが、思いの外この提
案に賛同して協力してくださり、こちらが「難しい
のでは？」と思うことも一 緒に挑 戦してくださった
こと、この場を借りて心よりお礼申し上げます。
　芸 術家と子どもたちが、障害のある子どもたち
とワークショップをするようになって �� 年ほどが
経ちました。学校の特別支 援学級だけではなく、
児童養護 施 設、障害児入 所施 設、少年院などワー
クショップに出かけて行く先に「障 害 のある」と
言 わ れる子ど もたちが いて、学 校 の 通 常の 学 級
の中でも「気になる子」と言 われる子どもたちに
出会ってきました。
　初 めて 特 別 支 援 学 級 のワークショップ を 経 験
したアーティストに、終わった後に「な ぜあの 子
たちはこの学 級にいるのですか」と質問されるこ
とがあります。アーティスト・ワークショップの
場で、彼らは表 現することが「できる」し、繊 細
な感 覚 で周りの 様々なことを感じて応えていて、
アーティストには「特別な支 援」が 必 要な子ども
には見えないのでしょう。その度に、私の中での

「障害がある・ない」という境界がゆらぎ、私たち
は「障 害ってなんだろう」と自問自答 を繰り返し
ながらワークショップを続けています。
　昨 今 は、障 害 のあ る 子ど もたちが、様 々な 場
とつな がり、多様 な支 援を受け な がら地 域 で暮
らせるようにと施 策が 講じられています。しかし、
実 際 に子ど もたちと関 わっている体 感としては、
そのつな がりが見えづらいと感じていました。そ
こで、今回の企画では、アートを介して、子ども
たち同 士 の 交 流 や、子ど もたちを取り巻く大 人
たちの つな がりを 生 み 出すことが、誰 もが 共 に
生きる 社 会 の 実 現 につな がるのでは ないか、と
考えたのです。
　実 際 に 交 流してみ ると、子ど もたちは 他 校 や
他 施 設 の 子ど もたちを認 めて、期 待 感 を持って
参加していたように感じます。自分たちの演奏を
聞 いてもらったり 、 自 分 たちが 考え た ダンスを

障害のある子どもたちが日々を過ごしている場所や、福祉・教育の支援にはさまざまな場所、形があります。芸術家と子ど
もたちでは、���� 年度以降 ���� 年度までに ��� 校の特別支援学級や特別支援学校でワークショップを実施してきました。
���� 年度からは児童養護施設でも同様の取り組みを開始。以降、障害児入所施設、児童自立支援施設、児童相談所、ファ
ミリーホームなど、児童福祉に関わる多様な場に活動を広げています。近年では矯正教育の場や、小児病院、地域の子ども
の居場所等でも活動を展開しており、そうした場所でも障害のある子どもたちと出会うことがあります。
今回の事業に参加した施設・学校に関係する社会の状況として、福祉現場においては、���� 年 �月の児童福祉法改正で根拠
規定が一本化され、従来の障害種別に分かれていた施設体系が、通所による支援（「 障害児通所支援（児童発達支援等）」）
と入所による支援（「 障害児入所支援（障害児入所施設）」）に一元化されました※�。
学校教育に関しては、����年にそれまで障害の種類や程度に応じて、盲・聾・養護学校や特殊学級といった、特別な場で
手厚い教育を行うことに重点が置かれていた「特殊教育」から、一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援を行うことに重点
を置いた「特別支援教育」へと教育の在り方が変わりました。
そして現在、こども家庭庁の障害児支援施策としては、「障害児の健やかな育成を支援するため、障害児及びその家族に対し、
障害の疑いがある段階から身近な地域で支援できるよう地域支援体制の構築を図るとともに、地域の保健、医療、障害福祉、
教育、就労支援等の関係機関が連携し、切れ目のない一貫した支援を提供する体制の構築に取り組んでいきます。※�」とあり、
行政分野を超えた連携が不可欠だと考えられています。

障害のある子どもたちの学びの場については、
「 障害者の権利に関する条約に基づく「インク

ルーシブ教育システム」の理念の実現に向け、
障害のある子供と障害のない子供が可能な限
り共に教育を受けられるように条件整 備を行
うとともに、障害のある子 供の自立と社 会 参
加を見 据え、一人一人の 教 育的ニーズに最も
的確に応える指導を提供できるよう、通常の
学級、通級による指導、特別支援学級、特別
支援学校といった、連 続性のある多様な学び
の場の整備」が行われています。

「特別支 援学 級」は、「小 学 校、中学 校 等にお
いて以下に示す障害のある児 童 生徒に対し、
障害による学習上又は生活上の困難を克服す
るために設置される学級」です。

対象となる障害

知的障害者、肢体不自由者、病弱者及び身体虚弱者、
弱視者、難聴者、言語障害者、自閉症者・情緒障害者

初等中等教育局特別支援教育課 “ �．特別支援教育の現状” 文部科学省
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/���.htm

（参照 ����-��-��）

伝 えて一 緒 に 踊ったり、知らな い 他 者 に 対して
臆する子がいるはずなのに、いつの間にかみんな
で鬼ごっこをしたりしていました。
　彼らの日常の中の、ほんの少しの時間を共に過
ごしただけで友だちになれるか、というとそんな
ことはなく、何か強固なつながりが生まれたのか、
と問われ ればそうではないのでしょう。でも、新
しい 場所に出かけて、新しいコトや人に出会うこ
との楽しさや、自分 が表現していることを誰かと
共 有したいと願うことは、誰しもが 持っている生
きる喜びのようなことなのかもしれません。
　また、今 回 は子ど もたちだ け で は なく、障 害
のある子ど もたちに関 わる大 人の 交 流 の 場 を設
けました。大 人 だって知らないことがあるし、一
人では抱えきれなくて助けが必 要なことだってあ
ります。それぞれの場で一生懸命で、余裕がない
とつくれ ない時 間 やゆとりを、アートを口実にし
て、成 果 を 気 にし な い 形 で つくれ たら、お互い
の実 践 や頑張っていることをもっと知り合うこと
が でき、大 人 同 士 の 連 携 から子ど もたちへ還 元
されていくこともあるように思います。
　いつ もの 場 所 から少しは み 出して、知らな い
場 所 へ 出 か け て知らな い 誰 かと出 会ってみ るこ
と。ダンスや音楽、美 術といったアートがある時
間 の 中 で、そ の 誰 かと共 に 過ご すこと。たまた
ま隣 にいた「あな た」と「楽しい ね」と笑 い 合う
こと。短い 時 間 の、す れ 違 い 程 度のささや かな
出会いだとしても、その積み重 ねが、他 者と共に
生きる豊かさになるのではないか、と今 回出会っ
た 子ど もたちや 大 人 たちの 姿 を思い 返しな がら
考えています。
　どんな場であれどんな他者とであれ、ドキドキ
とワクワクを 素 直 に 抱きな がら、大 人の 心 配 を
軽 や か に 超 えて、その 時 その 場 をそこにいる人
たちと共に楽しんでいた子どもたち。彼らと共に
した 場 の 在り方は、人と人 が、友 だ ちで も家 族
でもなく結局は分かり合えない他 人同士だとして
も、互い に争 い も 排 除 もし な いで 安 心して 同じ
時 を 生きられる、これ からの 社 会 の 在り方へ の
手がかりになるのではないでしょうか。

NPO法人
芸術家と子どもたち
事務局長

中西麻友

※�：障害者施策推進部施設サービス支援課 “障害児施設” 東京都福祉局 https://w w w.fukushi.metro.tok yo.lg.jp/shougai/shogai/shisetsu（参照 ����- ��- ��）
※�：こども家庭庁 “障害児支援” https://w w w.cfa.go.jp/policies/shougaijishien（参照 ����- ��- ��）
下図は、※�※� と、こども家庭庁支援局障害児支援課 こども家庭審議会障害児支援部会第 � 回 (����.�.��) 資料 �『障害児支援施策について』を元に、本事業に関わりのある施設等を考慮して作成。

�� 歳 以下 の 障 害 のある子ど もたちが 家 族と
離れて暮らし、自立した社 会 生活が営めるよ
う、生活全般にわたって支援を行う施設です。
子どもたちが入所する理由は様々で「福祉型・
医 療 型ともに、措 置で入 所となった子どもで
は虐待（疑い含む）が入所理由として最も多く、
次いで家 庭 での 養育 困 難となっているほか、
保 護 者 の 疾 病・入 院・障 害 や家 族 関 係 も一
定数が入所理由として挙げられる。（中略）
施設における日々の養育・支援において、社会
的養護の点からの支援が必要な子どもが多く
なっている」とも考えられています。

参照：厚生労働省『 障害児入所施設運営指針』
（���� 年 �月）

放 課 後 等デイサービスの役割としては、学齢
期の障害のある子どもに対し、個々の障害の
状 態 や 発 達 の 状 況、障 害 の 特 性 等に 応じた
発達上のニーズに合わせて本人への発達支援

（本人 支 援）を行うほ か、子ど もの 発 達 の 基
盤となる家 族 へ の支 援（家 族 支 援）を行うこ
とが 求められています。また、全ての子ども
が共に成長できるよう、学校、特別支援学校、
専 修 学 校 等と 連 携 を図りな がら、小 学 生の
年齢においては放課後児童クラブ等との併行
利用や移 行に向けた支援を行うとともに、学
齢期全般において地 域の一員としての役割の
発 揮や 地 域の 社 会 活 動 への 参 加・交 流を行
うことができるよう支援（移 行支援）を行うこ
と、さらに、子どもや家 庭に関わる関 係 機 関
と連携を図りながら、子どもや家族を包括的
に支援（地 域支援・地 域連携）していくことも
求められています。

参照：こども家庭庁『 放課後等デイサービスガイドライン』
（���� 年 � 月改訂）
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